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ＦＭラインウェーブ株式会社  2026年度 第 1回 番組審議会議事録 

 

１ 開催年月日 2026年 5月 21日 15時 00分～16時 00分 

２ 開催場所 岐阜県可児市広見 7丁目 90番地 

           株式会社ケーブルテレビ可児 会議室 

３ 出席委員数    5名（欠席 3名） 

４ 事業者側出席者数 2名 

５ 議 題    1.番組審議 

         2.放送番組全般について   

 

６ 審議内容 

 

次の番組を聴取し、審議した。 

 

      

      5月 2日（土）20：00～21：00放送分 

     「お茶の間吹奏楽部～ららブラス～」 

     パーソナリティ： マスターSASA、三宅由里子 

   

・BGM としてもすんなり入ってくるし、落ち着いて聴ける。BGM 的な聴き方ができる番組。

聴き心地もよく、すんなり聴けるという印象です。 

・曲自体は、有名な曲であったり、ロック調だったりして選曲が上手い。 

・普段馴染みのない音楽番組だと、音楽や吹奏楽に導いてくれるような、初心者向けに教えて

くれる聴き方があると思うのですが、そういうネタはなかった。 

・聴きやすい耳に入りやすいところと、お二人の雰囲気も自然な感じがあったので、ずっと流

している中で耳に入ってくる感じで、すごくいい感じかなと思いました。 

・最初に聴いたときは、１曲が長すぎるかなと思いました。普段聴いている人や、内容が分か

って聴いている人は 1 時間でも聴けるのかもしれないですが、たまたま聴いた人だと、お二

人の会話を聞くことのないまま家に着いてしまうとか、そういうことがあるんじゃないかな

と思って、曲が長いなというのが率直な感想です。 

・音楽について、高校時代に自分の高校の野球部が甲子園に行ったときに聞いていたものを思

い出しました。 

・曲が長いので、「何分あるんだろう」とずっと思いながら聴いていましたし、「どこか聞き逃

したかな」と思うくらい長く感じたのが気になりました。 

・たまたまラジオをつけたら吹奏楽の番組が流れていた、という人に対して、次も聴いてみよ

うと思わせるための工夫は、あまり感じられない気がしました。 

・パーソナリティお二人の自然で大変優しい語り口や、顧問と部長というやり取りもまったり

としていて、本当に楽しく最後まで聴くことができました。 

・顧問と部長というお二人が揃っているので、吹奏楽で活躍している中学生や高校生を取り上

げたり、どうやって吹いたらうまくいくのかといったお悩み相談コーナーや、インタビュー

コーナーなどがあっても面白いと思いました。 

・土曜日の夜 8 時から、何も考えずに他のことをしながら聴ける、こういった番組があっても

面白いのかなと思いました。 

・お二人の会話があまりにもスムーズなので、その曲を選んだ意味などがあまり残らないまま、

ただ曲を聴いているという感じになってしまいました。 

・同じような楽曲が続くのであれば、オープニングで「今日はこの曲を中心にかけます」とか、
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「今回のテーマはこうです」といった説明があるといいのかなと思いました。 

・10 年続いている番組だからこそ、先週からの流れで聴いている方も多いと思いますが、し

ゃべり手としては、10 年続いている番組であっても、「前回からの続きで聴いている人」と

「初めて聴く人」の両方を意識することも大切なのかなと何回か聴いて感じました。 

・吹奏楽の話ができるお二人なので、もう少し曲についての説明があってもいい、例えば、「こ

こは管楽器が魅力なんですよ」とか、「曲自体は何分ありますが、冒頭のここが聴きどころ

です」「後半のここが良いんですよ」といった話を先にしてもらえると、聴く側としても心

構えができると思いました。 

・お二人のやり取りについては、とても聞きやすく、聴いているこちらもほっとするような感

じがあり、今後も続けて欲しいと思いました。 

 

 

 

２．その他 

 特になし 

 

 

 

以上の意見が出され、全員承知した。 

  

 

 


